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　戦前にあった愛知医科大学（１９２０～１９３３）は現医学部の前身ですが、この大学には４年間の学部本科とは別に、３

年間の「予科」がありました。戦前は、語学や基礎教養（リベラルアーツ）を旧制高等学校・専門学校などで学ん

でから大学に行きましたが、この愛知医科大学予科もこれに相当します。

　香菓園（かぐの　このみの　みその）は、愛知医科大学予科の同窓会「橘会」の設立五周年を記念して１９８２年に

竣工、名古屋大学に寄贈されました。園の名称は歌碑の両側に植えられている橘が、非時香菓（ときじくのかぐの　

このみ）と別称されていることに由来します。歌碑に記されている愛知医科大学予科の校歌「源清き」はつぎの通

りです。
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①　香菓園と愛知医科大学予科歌碑

外来診療棟�

(旧西病棟)

病棟�

医系研究棟�
1号館�

鶴友会館�

香菓園�
医学部建物�
病 院 建 物 � 愛知医科大学予科歌碑�

▲鶴舞地区

▲碑と庭園　全景

▲庭園の石碑

　今回から学内外にある、名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物を紹介

していきます。これらに関する情報をお持ちでしたら、大学史資料室（０５２－

７８９－２０４６）へご連絡下さい。
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　名古屋高等商業学校（名高商）は現経済学部の前身校で、１９２０年に設置されました。初代校長渡邊龍聖氏は帝国

大学文学部を卒業、東京音楽学校校長・小樽高等商業学校校長を歴任後、１９２１年１１月名高商校長に着任、１９３５年ま

での１５年間の長きに渡って校長を務めました。全国で六番目の高等商業学校が名古屋に創られたのは、氏の助言に

よるとも言い伝えられています。専門は倫理学で、著書に『乾甫式辞集』などがあります。

　「学生は学生らしくあること」「学生は学生の本分をわするゝな」という二大信条、「学校は家庭の延長なり」「学

校は生徒の健康保護所なり」という二大要望を氏は掲げ、名高商教育の柱としました。専攻が倫理学でもあるため

か、氏の教育観はこのように人格主義ではありましたが、一方で実践・実用を重んじたカリキュラム編成も行って

いました。名高商の校風は氏はよって創られたといっても過言ではなく、辞任後も名高商にその影響は強く残った

ようです。

　胸像は１９３８年に完成、同年５月１５日に除幕式が行われていますが、戦時中に軍事供出されてしまいました。その

後名高商創立６０周年を記念して１９８０年１０月に、同窓会「キタン会」によって新しい胸像が再び建てられました。た

だ裏面の銘板は戦前当時のものです。

②渡邊龍聖名古屋高等商業学校
　初代校長の胸像

図書館�

文学部� 経済学部�

教育学部�

渡邊氏の胸像�

Ｎ�
法学部�

▲東山地区

▲銘板

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。
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▲公開討論会 ▲総会



　この連載第１回（108号）でご紹介しましたように、戦前は旧制高等学校で語学や基礎教養（リベラルアーツ）を

学んでから大学に進みましたが、第八高等学校（八高）は、文字通り全国で八番目の旧制高等学校として 1908 年に

創設されました。そのため、名古屋帝国大学 ( 名帝大 ) が出来た 1939 年当初は、名帝大とは全く別の高等教育機関

でしたが、1949 年新制大学発足の際に名古屋大学に包摂され、名古屋大学分校（旧教養部）となりました。なお、

番号を校名に冠する旧制高等学校（ナンバースクール）はこの八高が最後です（八高以降 1919 年から新たに設置さ

れた旧制高等学校は、松本高等学校などのように地域名を冠しています）。

　創立当初は愛知県立第一中学校校舎跡地（中区丸の内三丁目２番、現東海郵政局付近）を一時利用していました

が、翌 1909 年に現在の名古屋市立大学経済学部・人文社会学部キャンパス（瑞穂区瑞穂町山の畑１）の地に移転し

ました。写真の正門もその時に建てられたもので、左右に脇門をもつ門柱・赤煉瓦と花崗岩との紅白の横縞模様の

角柱と袖塀・鉄製門扉・門柱上の電飾燈などは、明治後期の様式の特色を伝えています。1970 年に博物館明治村

（愛知県犬山市内山１）に移設され、明治村正門として現存しています。

③第八高等学校の正門

▲滝子商店街街燈

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。

▲滝子商店街街燈
　八高正門門柱を模す滝子商店街振興
組合（所在：滝子市バス停付近）

▲明治村正門

▲明治村
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名古屋大学説明会を開催

▲教育学部 ▲文学部

▲松尾総長によるあいさつ ▲農学部



　１９４９年に新制名古屋大学が発足した際、名大に包括された旧制学校の一つに岡崎高等師範学校があります。岡崎

高師は、戦時体制下にあって科学技術者の動員を計画した国策に沿う形で、理科系の中等教員養成を目的として１９４５

年４月に設置されました。

　岡崎高師は、その名のとおり、岡崎市内（市立工業学校跡地。現在の愛知教育大学附属岡崎中学校地）に創立さ

れましたが、第１回入学式直前の７月１９日深夜の岡崎市空襲により、すべての校舎を焼失した状態で８月１５日の終

戦を迎えています。その後、同校は市内針崎町の勝鬘寺内に生徒宿舎（振風寮）を設け、三菱重工業針崎工場青年

学校を仮校舎として本格的な教育活動を開始するとともに、本格的な移転先の検討を進めました。

　その結果、岡崎高師は１２月に豊川市内の旧海軍工廠工員養成所（現在の県立豊川工業高等学校地）に、また振風

寮も同じ工員養成所の寄宿舎（現在の豊川市文化会館、市立代田小学校地）に移転しました。写真の記念碑は、岡

崎高師創立３０周年を記念して同校の同窓会「黎明会」によって設置が計画され、豊川市文化会館前庭に１９８０年６月

に建立されました。碑文は、岡崎高師初代校長を務めた水野敏雄の揮毫です。

　岡崎高師は、新制名大へ包括された際に「名古屋大学岡崎高等師範学校」となり、そこには名大豊川分校（旧教

養部）が併置されました。１９５２年３月、岡崎高師は第４回卒業式の後に閉校式も挙行され、わずか７年間の校史に

幕を閉じました。なお、岡崎高師の閉校にともなって名大豊川分校は名古屋市内の名大瑞穂分校に統合され、名古

屋大学分校（旧教養部）となりました。

④「岡崎高等師範学校跡」記念碑

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。

豊川工業�
高等学校�

岡崎高等師範学校記念碑�

代田小学校�

豊川市�
文化会館�

▲記念碑

旧海軍工廠�

太陽地球環境研究所�

岡崎高等師範学校跡�
（下　図）�

▲岡崎高師正門（『岡崎高等師範学校誌』１９５０年より）
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第Ⅱ期名古屋大学運営諮問会議第１回会合を開催



　名古屋大学の源流は、医学部の前身となっている１８７１年８月開設の名古屋県仮医学校・仮病院にまで遡ります。

仮医学校は、名古屋城の南外堀のほぼ中央に架かる本町橋の南東にあった旧名古屋藩の評定所跡地に、仮病院もそ

の西側、本町通りを挟んで向かい側にあった、同じく旧名古屋藩の名古屋町奉行所跡地に設けられました。

　開国前後にコレラなど、諸外国からもたらされたと思われる伝染病が頻繁に発生し、その対策医療が明治新政府

の重要な政策課題のひとつとなっていました。名古屋城＝名古屋県庁の南すぐ近く、旧評定所・旧町奉行所という

旧藩政の重要な行政機関の跡地に、仮医学校・仮病院が設置されたことは、いかに明治新政府＝名古屋県が医療政

策を重要視していたかということを思いうかがわせます。

　仮病院は半年後の翌年２月にいったん廃止され、仮医学校の方も同年８月の学制変革により廃校に及んだとされ

ています。しかしこれは名古屋県の行政改革上の一時措置であったらしく、同年８月には仮医学校職員らの有志に

より「義病院」の名称で同じ場所で再開されました。ただこの義病院は財政難から、翌１８７３年２月にはまたもや閉

院になったとされています。

　現在は、仮医学校跡地が愛知県産業貿易館本館（名古屋市中区丸の内三丁目）に、仮病院跡地が同会館西館（同

丸の内二丁目）になっています。

⑤名古屋県仮医学校・仮病院跡

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。
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名古屋大学の社会連携のとりくみ
（地域貢献特別支援事業）



　前号（連載第５回）で紹介した「義病院」の閉院３ヵ月後の１８７３年５月、愛知県は西本願寺掛所（別院）に仮病

院（１８７５年１月以降、愛知県病院）を復興しました。義病院が財政難から閉院に至った教訓を活かし、今回の病院

復興に際しては財源面・人事面ともに全面的な民間依存策が採られました。その結果、本願寺派（西本願寺）・大

谷派（東本願寺）・高田派のいわゆる真宗三派では信徒からの喜捨を募って、５万円もの巨額を拠出しています。

　仮病院には、ドイツ系アメリカ人医師ヨングハンスが雇われていました。彼は、本学の歴史上最初の外国人教師

です。当時、愛知県下では医師の約８割が漢方医であった状況において、彼は県下の医師に対して、自らの診療公

開や死体解剖の実演等を行って西洋医学の啓蒙・普及に貢献しました。また彼は、１８７４年に日本初といわれる皮膚

移植手術も行っています。

　病院復興の翌１８７４年１１月には病院内に医学講習場も設けられました。そこではヨングハンスが英語による医学教

育を行っています。彼の生理学の講義録（口語訳）『原生要論』（１８７６年刊）は、本学附属図書館医学部分館に残さ

れています。

　このように仮病院（愛知県病院）・医学講習場は、本学医学部前身の一つとして、当時の西洋医学受容の尖端的

拠点ともいえる場所でした。現在の西本願寺別院境内（名古屋市中区門前町１）にあたります。

⑥仮病院（愛知県病院）・医学講習場跡

▲西本願寺別院

▲西本願寺掛所（『愛知県写真帳』１９１０年より）

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。
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名古屋大学全学同窓会（NUAL）を設立

▲総会・記念講演会

同窓会役員

▲



　前号（連載第６回）でも紹介しましたように「愛知県病院・医学講習場（公立医学所）」は１８７３年５月に西本願

寺掛所（別院）で復興しましたが、約４年後の１８７７年７月に、当時の名古屋町域の西端を流れていた堀川の東岸、

天王崎町にあった旧名古屋藩士千賀家の屋敷跡地（現中区栄一丁目）に移転しました。前の西本願寺も当時の名古

屋の南端にあたっており、最初の名古屋城正門の真向かいにあった時と比べ、不便な位置に移されたことになりま

す。これは当時の病院に対する忌避意識、すなわち「伝染病がうつるのではないか」という一般人の恐怖感・忌避

感に押されて、名古屋の町のはずれに建てられたと思われます。

　しかし、この移転によってはじめて、新築の医療と医療教育専門の専門施設が建てられました（それまでは既存

の建物を修築して利用していました）。約五千七百坪の敷地の正面に病院診療棟１棟、北に医学校舎としてコの字

形の教場棟１棟と塾舎４棟、その南に翼状の病棟３棟が並ぶ、当時としては立派な疑似洋風建築でした。

　移転後はじめの約７ヶ月間は、学校は休講措置をとっていましたが、翌１８７８年２月に学校の新規則が制定された

のをうけ、再び開校されました。そして同年４月公立医学校と改称、それまでは病院の付属施設でしたが、ここに

おいて独立した機関となりました。さらに１８７９年にはそれまでの中等教育機関から高等教育機関である「専門学校」

に格上げされ、１９０３年３月には愛知県立医学専門学校と改称されました。そして１９１４年３月に現名古屋大学医学部

鶴舞キャンパスに移転するまでの約３７年間、この地で医療教育と医療活動を続けました。

⑦愛知県立医学専門学校跡

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。

▲現在の景観

▲当時の写真
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テクノフェア名大‘２００２’
－　産学官連携の一層の発展を目指して　－

▲特別展示「からくり人形展」の実演 ▲展示会場を訪れた企業関係者



　本学東山キャンパスのシンボルの一つである豊田講堂（設計者：槇文彦。１９６２年度日本建築学会賞受賞）は、１９６０

年にトヨタ自動車工業株式会社（当時）から建設寄付を受けた建物です。建物名称については、「発明家豊田佐吉

翁を記念する意味で豊田講堂」としたことが記録に残されています。

　本学では、名古屋帝国大学創設当時から、講堂と図書館は地元からの建設寄付を仰ぐという方針がありました。

しかし、戦時下に創設された十分な施設設備を整える間もなく終戦を迎え、さらに戦後新制大学として再出発した

直後も各部局が東山・鶴舞・名城地区など１０余の地区に分散したいわゆる「たこ足大学」状態にあった本学では、

講堂・図書館の設備は手付かずのままになっていました。東山キャンパスに豊田講堂ができる以前は、鶴舞キャン

パス医学部構内にあった附属図書館内の講堂が本学唯一の講堂でした。

　しかし本学では、１９５０年代はじめ頃から全学的な設備計画を策定し、医学部と附属病院を除くほとんどの部局を

東山地区に集結させることが決められました。この東山地区移転は、１９６０年代中頃までにかけて、工学部、経済学

部、法学部、文学部、教育学部、本部、教養部、農学部の順で行われました。豊田講堂の完成は、法学部の移転ま

でが完了した時期にあたります。

⑧豊田講堂

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。

�

▲豊田講堂完成直後の東山キャンパス（１９６０年）

▲現在の東山キャンパス（２００１年）

�工学部
�理学部
�原子力研究室予定地
�豊田講堂
�本部予定地
�クラブハウス予定地

�宇宙線望遠鏡研究室
�図書館予定地
�経済学部
�法学部
�文学部、教育学部予定地
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国際教育協力懇談会・シンポジウムを開催　

▲アフガニスタンの生徒ら ▲パネルディスカッション



　東山キャンパス豊田講堂の南西に位置する古川総合研究資料館は、１９６９年に完成した建物です。名称は故古川為

三郎（日本ヘラルド映画株式会社の創立者）・志ま御夫妻から建設資金の寄付をいただいたことに因みます。

　名古屋帝国大学創設当時、医学部のある鶴舞キャンパスに旧愛知医科大学時代に建てられた図書館がありました

が、ここに大学全体の図書館本館および医学部分室がおかれました。当時からすでに、地元官民各界の建設敷金寄

付によって東山新キャンパスに新図書館を建設する計画がありましたが、戦中戦後の混乱の中、その実現は困難を

きわめていました。敗戦後の１９４８年、名城新キャンパスにあった旧歩兵第六連隊の兵舎建物に本館が移転しました

が、これもあくまでも暫定措置と考えられていました。

　そして前号でもふれましたが、東山キャンパスの整備計画が進む中、前述の寄付が実現、古川図書館が建てられ

ました。設計者は谷口吉郎　東京工業大学教授で、二階建てにみえる三階建てや、東西に長く広く設計された吹き抜

けの空間配置などは、平行するグリーンベルトの傾斜や東西の広がりを考慮に入れてデザインされているそうです。

　１９８１年にグリーンベルトの西側に新中央図書館が完成した図書館が移転した後は、古川総合研究資料館となり、

現在は名古屋大学博物館や年代測定総合研究センターなどが入っています。

⑨古川総合研究資料館
　（旧古川図書館）

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。

▲完成当時の写真 ▲博物館入口そばに残る銘板

▲鶴舞キャンパスの図書館（１９３５年）
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　シンポジオンは、前回・前々回で取り上げた旧古川図書館や豊田講堂と同じく、本学の記念施設の一つです。同

施設は、会議室（シンポジオンホール）、レストラン、ティーラウンジ、研究室等を備えた３階建て複合施設で、

１９９２年に竣工・開館しました。

　１９８４年以降、本学では、名古屋帝国大学創設から起算してちょうど５０年にあたる１９８９年に向けて、創立五十周年

記念事業が企画されました。同事業では、名古屋大学史の編纂・刊行や学術交流基金（仮称）の創設などと並んで、

記念施設の建設が行われることになりました。当初、その記念施設については、国際会議場、同窓会館、総合体

育・文化施設、合宿研修・保健施設の４施設のいずれかを建設することが計画されていましたが、最終的には「名

大会館（仮称）」を建設することになりました。この「名大会館（仮称）」が、今日のシンポジオンです。

　シンポジオンは、１９８７年に発足した学外組織である名古屋大学創立五十周年記念事業後援会（初代会長は 

竹田弘太郎名古屋商工会議所会頭）が建設し、名古屋大学に寄付したものです。当初、職員会館に隣接して建設さ

れる予定でしたが、その後、豊田講堂との一体的な運用もできるように現在の場所（豊田講堂の東隣）での建設に

変更されました。

　なお、建物名称については、ギリシア語の「シポジオン」が「饗宴」「饗宴の参加者」「饗宴が行われる部屋・場

所」を意味することから、学術研究の成果発表等交流の場にふさわしいものとして「シンポジオン」という名称が

採用されました。

⑩シンポジオン
　（創立五十周年記念施設）

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。

▲名古屋大学シンポジオン

▲中央手前（�部分）がシンポジオン、その奥が豊田講堂
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